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これらは、すべて芳香環が、メチレン鎖で環状に固定されているため、芳香環同志に強い渡環相互
作用が期待される。合成法は、 1. 6 Hofmann脱離に基づく、交差縮合反応法を用いた。


























合成はすべて相当する第四級アンモニウム塩基の 1 ， 6 ーホフマン脱離交差縮合法、続くカラムク
ロマトグラフイ一分離により行なった。 NMRスペク卜ルよりそれらの積層ヘテロファンにおけるヘテ
ロ芳香環の立体配座の知見を、また電子スペクトルとTCNE錯体のスペクトルを検討することにより
π電子系の相互作用におけるヘテロ環の差異について重要な知見を得ることができた。すなわち両ヘ
テロ芳香環の配座が相互作用に重要な寄与をしており、多層化とともに、ヘテロ環の特性が減少し、
顕著な π電子相互作用効果が表われることを明らかにした。更にTCNE錯体の電子スペクトルを多層
化に伴なう相互作用の増大と渡環電子移動の方向などによりよく説明されることが示された。
以上溝上君の研究は分子間相互作用のモデルとして積層ヘテロファンの芳香核 π電子系の渡環相互
作用について重要な知見を得たものであり、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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